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伊仙町HPにアクセス！
Facebook・YouTube（動画）でも、
町の情報をお伝えしています。
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台風などの
自然災害に備え
ましょう
　初夏から秋にかけては大雨などの自然災
害が発生しやすい季節です。近年激甚化し
ている災害に備え、最新情報に注意し、自
分や家族、また周りの人を守る行動を行え
るよう、あらかじめ備えましょう。

■出典：首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/content/000064513.pdf）

普段から

接近前に

接近後

・家の備えは十分に
・非常用品の備蓄
・避難場所までの道順を確認

・最新情報の確認
・家の周りの再点検
・窓や雨戸の補強等の対策
・停電や断水などに備える

・屋外での作業や外出は控える。
・農地や海岸の見回りなどは
  絶対にやめてください
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災害発生時の災害ごみについて
　大規模な台風災害が予想される場合は仮置場（義名山体育館駐車場）を設置いたします。
下記の受け入れ可能な種類の品目ごとに分けて持ち込んでください。詳しくは以下、「災害ごみ
の配置図」をご確認ください。

●仮置場の開放は防災無線または各集落で集落
　放送いたします。

特定の処理店にてリサイクル処理をお願いいたします。
・パソコン・水銀含有物を含む蛍光管等の
  特定品目
・農薬・廃油・肥料袋（廃プラ）
・医療ごみ等

・家電リサイクル法でリサイクルの対象となっているもの

詳しくは、伊仙町役場きゅらまち観光課（TEL：86-3111）までご連絡ください。

【災害ごみの配置図】

■受け入れ可能な種類

■受け入れできない種類

〇災害で発生した廃棄物に限ります。
〇仮置場へ持ち込む際は、上記の種類に分別して

から持ち込んでください。
〇家庭から排出されるごみは通常通りステーション

にて回収します。また、直接クリーンセンターへ
持ち込まず、各ステーションへ出すようにしてく
ださい（災害ごみの処理によりクリーンセンター
の通常業務に支障をもたらすため）。

〇災害で発生したごみはクリーンセンターの通常業
務に支障をもたらすため、直接クリーンセンター
に持ち込まず、必ず仮置場へ搬入をお願いします。

〇上記の種類ごとに搬入する場合は優先的に搬入
します。

注意

木材 布団類家具 コンクリートがら

ガラス・陶磁器くず 金属くず 瓦 石膏ボード・スレート板

トタン

衣類乾燥機 エアコンテレビ 洗濯機冷蔵庫

畳家電類



令和2年度

きばらでぇ伊仙応援寄付金

ふるさと納税報告

事業への活用額

112,715,616円
（寄付件数：4,803件）

67,473,816円

寄付総額

今後もご寄付を頂いた皆様のご意向に沿った事業への財源化を元に、さらに力
強いまちづくりに努めてまいります。ご寄付をいただきました皆様のお心遣いに
深く感謝いたします。 

【ご寄付の指定市使途による主な実施事業】 
・世界自然遺産推進事業(環境保全に関する事業)：￥４，０４１，２５６
・伊仙町スポーツ少年団育成補助金(青少年育成に関する事業)：￥２，０００，０００ 
・ふるさとレストランプロジェクト事業(特産品開発に関する事業)：￥１，９６５，７１０ 
・青少年育成交流事業(青少年育成に関する事業)：￥１，５００，０００ 
・備品購入(空手マット導入)(青少年育成に関する事業)：￥８９４，３００ 
・幼稚園管理費(子育てに関する事業)：￥７２２，８００ 
・美しい村づくり事業(環境保全に関する事業)：￥５３８，０９４ 
・青少年育成健全事業 いせん親子チャレンジ教室：￥２８７，２２１　等 

ふるさと納税寄付金の使い道

寄付金の指定使途件数と金額

指定使途 件数（1件） 金額（円）

特産品開発 １，１０７ ３０，４１８，０００

健康増進 ２５１ ５，０３６，０００

環境保全 ５３８ １０，０６５，０００

文化の保存継承 １０９ ２，５４９，０００

子育て支援 ９５３ ２５，００２，０００

青少年育成 １２０ ２，８１１，０００

観光及び定住促進 ２５７ ５，７４２，０００

その他 １，４６８ ３１，０９２，６１６

合計 ４，８０３ １１２，７１５，６１６
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5,358,904



ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

    

事
業
者
と
の
意
見
交
換
会
開
催

大
島
地
区
子
ど
も
会

   

育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

伝
達
式

06
25

06
28

　

大
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
か

ら
、
令
和
3
年
度
大
島
地
区
優
良
子
ど
も
会

（
団
体
の
部
）
に
「
西
伊
仙
東
子
ど
も
会
」
が

表
彰
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
み
ら
い
館
（
西

伊
仙
東
集
落
公
民
館
）
で
表
彰
状
の
伝
達
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

西
伊
仙
東
子
ど
も
会
は
、
子
ど
も
会
員
と

育
成
会
、
青
年
団
が
連
携
・
協
力
を
し
、
子

ど
も
会
活
動
だ
け
で
な
く
、
集
落
の
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
異
年
齢
交
流

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
、「
地
域
に
元
気
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
集
落
の
環
境
美
化
の
た
め
一
斉
海
岸

清
掃
作
業
や
県
道
に
子
ど
も
会
で
手
作
り
し
た

提
灯
を
飾
る
等
、
集
落
だ
け
で
な
く
、
町
内
一

人
ひ
と
り
の
心
を
明
る
く
す
る
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
子
ど
も
会
活
動
を
続
け
、
地

域
づ
く
り
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
理
解
と
伊
仙
町
の

寄
附
額
の
状
況
、
ま
た
今
後
の
取
り
組
み
の

提
案
な
ど
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

者
を
招
き
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
久
保
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
事
業
者
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力
へ
の
感
謝
と
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
前
に
今
後
も
更
な
る

伊
仙
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
寄
付
者
の
み
な
さ
ま
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
感
想
や
意

見
を
紹
介
し
、
改
善
点
や
伊
仙
町
の
P
R
に

併
せ
て
、
事
業
者
自
身
も
P
R
す
る
こ
と
な

ど
を
提
案
し
、
よ
り
満
足
い
た
だ
け
る
た
め
の

情
報
発
信
や
発
送
方
法
の
工
夫
の
仕
方
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
伊
仙
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
を

よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



　

徳
之
島
の
将
来
の
農
業
を
担
う
新
規
就
農

者
に
対
し
、
3
町
の
新
規
就
農
者
16
人
を
対

象
に
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳
之
島
事
業
本
部
で
新
規

就
農
者
励
ま
し
の
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度

伊
仙
町
か
ら
は
3
人
の
新
規
就
農
者
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
所
長
や
三
町
長

を
始
め
と
し
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
、
南
西
糖
業
等

の
関
係
機
関
、
指
導
農
業
士
や
農
業
青
年
ク

ラ
ブ
の
先
輩
農
家
等
が
激
励
に
駆
け
つ
け
、

励
ま
し
の
会
の
中
で
は
、
出
席
さ
れ
た
新
規

就
農
者
の
み
な
さ
ん
の
自
己
紹
介
や
新
規
就

農
者
に
対
す
る
支
援
策
等
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

紹
介
、
記
念
品
の
贈
呈
等
が
行
わ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
営
農
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
励
ま
し
の
会
開
催

07
01

06
29

■（左）大久保町長（右） 中村浩三さん
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第
71
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　  

　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　

7
月
の
職
員
全
体
朝
礼
の
中
で
、
内
閣
総

理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
永
岡
良
一
会
長
か
ら
、

伊
仙
町
保
護
司
会
の
取
り
組
み
等
の
概
要
説

明
が
な
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
水
本
博
人
さ
ん
、
県
知
事
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
村
浩
三
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

大
久
保
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
全

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で

す
。毎
月
7
月
は
強
調
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
仙
町
と
し
て
も
、
保
護
司
会
を
初
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■（左）大久保町長（右） 水本博人さん



INFORMATION各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。
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■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
15
階
）

　

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
9
4
3

　
F
A
X

：

0
9
9-

2
8
6-

5
6
5
3

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場 

子
育
て
支
援
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
55
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
・
鹿
児
島
県
知
事
指
定
検
査
機

　

 （
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　

 
T
E
L

：

0
9
9-

2
9
6-

9
0
0
0

　

 http://w
w

w
.kagoshim

a-kankyou.or.jp/

　
・
鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

 
T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
6
8
5

　
・
徳
之
島
保
健
所
衛
生
・
環
境
課

　

 
T
E
L

：

8
2-

0
1
4
9

　
・
伊
仙
町
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課 

浄
化
槽
係

　

 
T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
69
）

　

県
労
働
委
員（
公
益
委
員〔
大
学
教
授
・
弁

護
士
等
〕、労
働
者
委
員〔
労
働
組
合
役
員

等
〕、使
用
者
委
員〔
会
社
経
営
者
等
〕）が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
。労
働
者
、使

用
者
の
ど
ち
ら
で
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

令
和
3
年
4
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
が

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
医
療
機
関
で
受
診
し

た
場
合
、そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
義
務
で
す
！

　

浄
化
槽
は「
保
守
点
検
」、「
清
掃
」、「
法
定

検
査
」と
い
う
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ

れ
た
汚
水
を
浄
化
し
、き
れ
い
な
水
に
し
て
流

す
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

　

法
定
検
査
は
、保
守
点
検
、清
掃
と
は
別
に
、

毎
年
１
回
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
法
定
検
査
は
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た

　
（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
が
行
い
ま
す
。

●
定
期
検
査（
浄
化
槽
法
第
十
一
条
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、ま
た
適
正
に
使
用
さ
れ
浄
化
槽

の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査

し
、併
せ
て
浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
る
水
が
基
準

以
下
の
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
い
る
か
、処
理
水

を
持
ち
帰
り
詳
し
い
水
質
検
査（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）を
実

施
し
ま
す
。不
適
事
項
が
あ
れ
ば
、行
政
及
び
関

係
者
が
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
早
期
に
そ

れ
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
10
人
槽
以
下
の
定
期
検
査
は
効
率
化
に
よ

る
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、国
が
定
め
る
浄
化
槽
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
検
査
か
ら
、検
査
内
容
を
効
率
化
し
た
検

査
方
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。４
年
に
１
回
の
検

査
員
に
よ
る
検
査
と

４
年
に
３
回
の
採
水

員
に
よ
る
検
査
を
組

み
合
わ
せ
て
実
施
し

ま
す
。国
の
指
導
で
、

他
県
と
同
様
に
毎
年

検
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、１
回
あ
た

り
の
検
査
手
数
料
は

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

　

母
子
・
父
子
家
庭
等
の
方
々
の
生
活
の
安
定

と
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
、医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

義
務
教
育
就
学
児
童
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
対
し
、児
童
に
係
る
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
令
和
3
年
4
月
か
ら
乳
幼
児
医
療

給
付
が
子
ど
も
医
療
給
付
に
改
称
さ
れ
、

高
校
生
ま
で
年
齢
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
受
診
を
控
え
る
こ

と
に
よ
る
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、住
民

税
非
課
税
世
帯
の
県
内
医
療
機
関
等
に
お

け
る
窓
口
負
担
を
な
く
す
制
度
で
す
。

●
対
象
年
齢

　

医
科
・
歯
科
診
療
と
も
就
学
前
ま
で（
6
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

●
助
成
額

　

健
康
保
険
等
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
し
た
額
で
す
。

●
対
象
者

　

伊
仙
町
に
住
所
を
有
し
、配
偶
者
の
い
な
い

母
又
は
父
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
、18

歳
未
満
の
児
童（
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
又

は
母
及
び
児
童
、父
母
の
い
な
い
児
童
が
対

象
）た
だ
し
、所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
受
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
助
成
額

　

健
康
保
険
等
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
し
た
額
で
す
。

●
対
象
年
齢

　

医
科
・
歯
科
と
も
義
務
教
育
就
学
時
ま
で

（
6
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
の
最
初

の
4
月
1
日
か
ら
15
歳
に
達
し
た
日
以
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

・
医
療
機
関
受
診
後（
6
ヵ
月
以
内
）に
、領
収
書

と
印
鑑
を
持
参
さ
れ
て
申
請
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
だ
、登
録
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は「
子
育

て
支
援
課
」の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢

　

医
科
・
歯
科
診
療
と
も
就
学
前
ま
で（
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

⃝

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会

⃝

子
育
て
支
援
課

⃝

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

県
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る

「
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

休
日
相
談
会
」の
開
催

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
へ

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成

●
子
ど
も
医
療
給
付

●
子
ど
も
医
療
費
助
成

■
日
程

　

令
和
3
年
8
月
29
日
（
日
）　

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

 

（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

■
場
所

　

県
庁
15
階 

労
働
委
員
会

    

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
1
号

■
お
申
し
込
み

　

不
要
（
た
だ
し
、
予
約
優
先
）

※
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
開
催
方
法
等
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
事
例

　

解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、

　

賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

基本検査
（ガイドライン検査）

5,000円
４年に１回

採水員検査
3,000円

４年に3回
（当面は４年に１回）

ガイドライン検査
4,000円

４年に１回

採水員検査
3,000円

４年に3回
（当面は４年に１回）

●合併処理浄化槽

■ 検査手数料（5～10人槽）

●単独処理浄化槽



町長の動き
月日 行事 場所

6/17（木） 土地改良事業団連合会 専務理事 堀氏 来庁

伊仙町

18（金） 令和 3 年度伊仙町食生活改善推進員連絡協議会総会

19（土） 広域連合住民説明会

23（水）

臨時校長会

天城町議会新議長 来庁

南西糖業社長 来庁

24（木）

徳之島地区森林組合理事会

名瀬測候所 地域防災官 宮﨑氏 来庁 

広域連合議会

25（金） ふるさと納税返礼品取り扱い事業者との意見交換会

28（月）

大沢建設（有） 来庁

徳之島デトラッシャー管理運営組合総会
徳之島さとうきび生産対策本部総会
徳之島さとうきび培養苗実用化推進機構総会

29（火） 令和 3 年度新規就農者励ましの会 徳之島町

7/1（木）
全体朝礼

伊仙町
町民体育祭準備委員会

6（火） 世界自然遺産パブリックビューイング
世界自然遺産登録記念式典・祝賀会実行委員会立上げ 徳之島町

8（木） 市町村関係団体臨時総会 鹿児島市

9（金） 区長会

伊仙町14（水）
（株）モスク・クリエイション 来庁

大島支庁長 来庁

15（木） 支えあいの地域づくり講演会

伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

※当日はマリンサービス海夢居の協力のもと、ウエットスーツ・シュノーケルを貸し出しします。機材（ウエットスーツ・シュノーケル・マリンシューズ等）を
　お持ちの方は、ご持参頂いても構いません。当日の朝は、各自ご家庭で検温をし、飲み物を持参でお越しください。

令和3年度
地域の特色ある埋蔵文化財活用事業

錨見学会 ミニ講座

10歳以上（安全管理上） だれでも参加できます
対　象対　象

ウエットスーツを着用する
ため身長・体重・足のサイズ等
をお聞きいたします

注意事項

定　員
20名（先着順）

定　員
10名（先着順）

解　説
伊仙町歴史民俗
資料館（安田）

内　容

受　付 ８月５日(木)～８月１８日(水)（受付時間AM９時～PM５時）

電話お申し込み（伊仙町歴史民俗資料館 ☎０９９７－８６－４１８３）

集合場所

注意事項

お申し込み方法

金見公民館（※金見荘横）

島内でコロナ感染者が確認された場合、または天候上の理由で中止と
判断した場合、申込者に前日までにお電話にてご連絡します。

※電話申し込みの際に、錨の見学かミニ講座だけの参加かお伝えください。

ミニ講座

錨見学会

水中遺跡の写真や映像を含めたミニ講座の開催
（講座のみ参加も可能）

シュノーケル・ウエットスーツ（ボンベ無）を
着用し、海面から水深約５ｍの海底に沈む船の錨をみる

　町民のみなさまにお願いです。
伊仙町は他町に比べ、資源ごみ内ペットボトルの分別が
非常に悪く、例としてペットボトルごみの中に、洗剤ボト
ルや調味料ボトルが入っていたり、除草剤などの薬品ボト
ルが入っていることが見受けられます。
　洗剤ボトルや調味料ボトルは燃やせるごみです。また
除草剤などの薬品ボトルはクリーンセンターでは処理で
きないため、農協へ処理をお願いいたします。
　キレイに分別されていても、その袋の中に１つでも汚れ
ているものが入っていたら、その袋に入っている資源ごみ
はすべて焼却されてしまいます。
　町民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

伊仙町はペットボトルの分別
が非常に悪いです。

伊仙町のペットボトル分別状況

他町の状況
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人口の減少や高齢化等により集落の活力が低下しつつある今、集落が考えた独自の取り組みに対し、市町村が
支援を行い、集落の活性化を図ることを目的とする事業。補助対象事業には、案内看板設置事業や伝統文化保存
活用対策等がある。

●集落共同農地（田んぼ）整備事業

●木之香集落活性化の為の看板設置事業

がんばる集落支援事業とは

ががんんるるばば 支援事業支援事業集集
落落

令和
2年度 実 績 報 告

令
和
2
年
度【
8
集
落
】

集落名

河地 300,000円 河地集落アピールの為の看板設置及び盆踊り大会の矢倉製作事業

糸木名 183,000円 夜間の交通事故防止・防犯の為の街路灯設置及び空地対策の為の
清掃作業用具購入事業

東面縄 300,000円 伝統文化継承の為の活動資材の整備及び健康増進、世代間交流の
為の卓球台購入事業

木之香 300,000円 木之香集落活性化の為の看板設置事業

東伊仙東・御前堂 300,000円 集落共同農地(田んぼ)整備事業
西犬田布 300,000円 西犬田布集落案内マップ設置事業

上晴 300,000円 上晴営農研修センターの雨戸設置事業

崎原 300,000円 観光地(池の台公園)へのトイレ設置事業

助成額 事業名



11 広報いせん  令和 3 年 8月号（No.367）



2021
年

 8
月

号
令

和
3

年
 8

月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

戸
籍
の
窓

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

義

紗せ
な凪

義

英
喜

東
伊
仙

● 

吉
見

紬つ
む
ぎ

吉
見

大
輝

犬
田
布

● 

村
田

一か
ず
と斗

村
田

力
男

木
之
香

● 

大
谷

華か
ぐ
ら楽

大
谷

力

犬
田
布

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

 

　 

前
田
智
司

面
縄

 

　 

作
田
美
咲
希

伊
仙

 

　 

清

康
幸

伊
仙

 

　 

西
川
博
代

天
城
町

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
河
地

河
地 

精
一
郎
さ
ん
（
亡  

河
地 

と
し
子
さ
ん
）
85
歳

○
西
阿
権

貞 

恵
子
さ
ん

（
亡  

貞 

学
さ
ん
）

84
歳

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

人口の動き
（2021 年 6 月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,498 人

男 3,319 人

女 3,179 人

世帯数 3,488 世帯

出生 3 人

死亡 10 人

転入 37 人

転出 12 人

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみ
ませんか？
毎月 10 日までに、下記二次元コード
を読み取り、必要事
項を入力し、掲載希
望写真を添付いただ
きご送付ください。

わが町のアイドル募集！

ファミリードラッグ 
さとう

武島 蓬
こ う な

菜ちゃん（０歳６ヵ月）塚田 ういちゃん（０歳2ヵ月）

   お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

住   所 伊仙町犬田布 307-6
T  E  L 86-9218

長寿・子宝日本一の町！

 お兄ちゃんに
顔も泣き方も
そっくりな

わたしです！

 ハーフ
バースデー！


